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１．研究の目的 

本研究の目的は、地域の防災力を高めるために、教職員、家庭（子ども・保護

者）を対象にできることを学校の担う公助の視点から明らかにする研究である。

主たる理由は、学校が行政と連携を図りながら学校内と学校外の実践に同時に

取り組むことで「地域の防災力」の基礎向上につながると考えたからである。 

 

２．研究の対象・方法 

 本研究では、著者の研究校が所在する学区の地域の防災力を研究の対象とす

る。そのため、教職員に対する校内研修と在籍児童及び保護者に対する家庭研修

を実践し、研修前後のアンケートの内容を分析する。 

 

３．研究の成果・課題 

 本研究の主たる成果は、学校内においては、教職員が自身の防災に関する知識

が更新されていないことを自覚し定期的に学ぶ必要性を実感したこと、学校外

においては、子ども及び保護者が災害は自分の身にも起こるものだと認識し直

し、家族で話し合う機会を得たことで、市や学校に頼る姿勢から自助や共助の必

要性を実感したことである。 

本研究の主たる課題は、学校内においては、非常勤等を含めた子どもに関わる

可能性がある全ての教職員で共通の認識がもてるような場を考えていくこと、

学校外においては、防災行動を促す動機づけになるが、実際に行動に移すまでに

は一定の準備する期間が必要であるため家庭研修後の実施状況を確認するよう

な継続的な働きかけを考えていくことである。 


